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２月20日（水）　第１回定例会  開会／予算決算委員会
◦委員会より発議２件が提案され、討論・採決

の結果、いずれも可決と決しました。
◦市長から市政についての所信が表明され、平

成25年度一般会計予算案など議案44件、報
告１件が提出されました。

◦議案13件を所管の常任委員会に付託しました。
◦平成25年度当初予算にかかる議案13件の全体

説明を受けました。

２月25日（月）　一般質問
◦４会派による代表質問を行いました。

２月26日（火）　一般質問
◦議員５名による個人質問を行いました。

２月27日（水）　一般質問 ／ 予算決算委員会
◦議員２名による個人質問を行いました。
◦市長から平成24年度一般会計補正予算案な

ど議案17件が提出されました。
◦議案48件をそれぞれ所管の常任委員会に付

託しました。
◦平成24年度補正予算にかかる議案11件の全体

説明を受けました。

３月４日（月）、５日（火）　予算決算委員会
◦付託された予算案24件について各部課ごと

に審査する普通質疑を行いました。

３月６日（水）　総務文教委員会
◦付託された議案17件について審査の結果、議

案17件はいずれも可決すべきと決しました。
◦報告１件について担当課より説明を受けました。

３月７日（木）　生活福祉委員会
◦付託された議案７件、請願２件について審査

の結果、議案７件はいずれも可決、請願２件
はいずれも不採択にすべきと決しました。

３月８日（金）　産業建設委員会
◦付託された議案13件について審査の結果、

議案13件はいずれも可決すべきと決しました。
◦報告１件について担当課より説明を受けました。

３月11日（月）　予算決算委員会第１分科会
◦企画総務部、消防本部、教育委員会の予算案

について審査を行いました。

３月12日（火）　予算決算委員会第２分科会
◦市民環境部、健康福祉部の予算案について審

査を行いました。

３月13日（水）　予算決算委員会第３分科会
◦経済建設部、企業局の予算案について審査を

行いました。

３月19日（火）　予算決算委員会
◦各分科会から報告を受け、採決を行い、いず

れも可決すべきと決しました。

３月22日（金）　第１回定例会　閉会
◦第１回定例会に提案されたすべての議案につ

いて各常任委員長の報告を受け、採決を行っ
た結果、議案61件についてはいずれも可決、
請願２件のうち１件は採択、１件は不採択と
決しました。

◦議員より意見書１件が提案され、討論・採決
の結果、可決と決しました。

◦議員８名より決議案１件が提出され、討論・採
決の結果、可決し、特別委員会を設置しました。

◦発議１件について討論・採決を行い、可決し
ました。　

（※議決結果については、 14ページの一覧表をご覧ください。）

第１回定例会の主な審査状況

一
般
質
問
の
項
目
一
覧

● 

代 

表 

質 

問 （
会
派
名
）

宮
崎
　
光
明

　
　
　（
絆
）
・
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・
競
艇
事
業
に
つ
い
て

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

橋
本
　
国
勝

　 （
の
ぞ
み
）
・
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・
競
艇
事
業
に
つ
い
て

・
生
活
保
護
費
不
正
受
給
事
件
に
つ
い
て

椢
原
　
幸
告

　 （
新
政
会
）
・
こ
れ
か
ら
の
経
済
政
策
に
つ
い
て

松
浦
　
富
子

 

　（
公
明
党
）
・
超
高
齢
化
社
会
の
対
策
に
つ
い
て

・
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

● 

個 

人 

質 

問

大
石
美
智
子
・
農
業
行
政
に
つ
い
て

・
外
国
語
活
動
に
つ
い
て

山
根
　
　
巌
・
教
育
行
政
に
つ
い
て

・
観
光
行
政
に
つ
い
て

川
田
　
達
司
・
ご
み
収
集
業
務
の
民
間
委
託
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て

・
雇
用
創
出
の
た
め
の
企
業
誘
致
策
に
つ
い
て

上
田
　
公
司
・
環
境
行
政
に
つ
い
て

・
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

三
津
　
良
裕
・
観
光
行
政
に
つ
い
て

・
総
合
計
画
推
進
事
業
に
つ
い
て

野
田
　
粋
之
・
高
齢
者
福
祉
と
雇
用
に
つ
い
て

平
塚
　
保
二
・
鳴
門
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て

・
消
費
生
活
問
題
に
つ
い
て
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代表質問

代表質問

会派 絆

宮
みや

崎
ざき

 光
みつ

明
あき

会派 のぞみ

橋
はし

本
もと

 国
くに

勝
かつ

義
が
生
じ
な
い
よ
う「
今
後
関
連
制
度
の
条

例
化
等
の
検
討
が
望
ま
れ
る
」と
の
付ふ

言げ
ん

が

あ
り
、
こ
れ
に
沿そ

う
条
例
を
作
り
、
離
職

せ
ん
別
金
は
平
成
24
年
度
に
退
職
手
当
と

し
て
清
算
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
施
設
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
で

「
鳴
門
の
核
と
な
り
、
魅
力
あ
る
レ
ー
ス
を

見
せ
る
、
市
民
に
親
し
ま
れ
、
持
続
可
能

な
運
営
が
で
き
る
施
設
」を
目
指
し
ま
す
。

◆
教
育
行
政
に
つ
い
て

問
文
部
科
学
省
の
体
罰
に
か
か
る
実
態
把

握
調
査
と
教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
は
。

ま
た
、
本
市
の
い
じ
め
の
現
状
と
対
策
に

つ
い
て
は
。

答
本
市
に
お
い
て
も
、
現
在
、
市
内
の
小
・

中
学
校
を
通
じ
て
調
査
を
実
施
し
、
そ
の

結
果
を
ふ
ま
え
、「
体
罰
の
な
い
学
校
づ
く

り
」に
取
り
組
む
指
導
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
国
の
緊
急
調
査
に
よ
る
本
市
の
い

じ
め
認
知
件
数
は
、
小
学
校
36
件
、
中
学

校
37
件
で
し
た
が
、
教
職
員
の
的
確
な
対

応
に
よ
り
、
現
在
は
す
べ
て
解
消
さ
れ
て

い
ま
す
。
対
策
と
し
て
は
、
い
じ
め
等
の

相
談
を
受
け
る「
う
ず
っ
子
ダ
イ
ヤ
ル
」の

開
設
や
、
い
じ
め
の
早
期
発
見
や
対
応
に

向
け
た
研
修
だ
け
で
な
く
、
鳴
門
教
育
大

学
と
連
携
し
、
児
童
・
生
徒
へ
の
予
防
教

育
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
競
艇
事
業
に
つ
い
て

問
競
艇
事
業
で
は
平
成
25
年
度
に
経
営
改

革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
最
終
年
度
と
な
る

が
、
累る

い
せ
き積
赤
字
解
消
と
現
金
ベ
ー
ス
の
黒
字

の
確
保
が
達
成
で
き
る
の
か
。

答
25
年
度
当
初
で
も
約
２
億
円
の
黒
字
を

計
上
し
て
お
り
、
経
営
努
力
を
続
け
る
こ

と
で
累る

い
せ
き積
赤
字
を
解
消
で
き
る
よ
う
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
現
金
ベ
ー

ス
で
も
ほ
ぼ
目
標
額

と
な
り
、
新
施
設
建

設
の
基
本
的
な
原げ

ん

資し

も
確
保
で
き
る
見
込

み
で
す
。

◆
生
活
保
護
費
不
正
受
給
事
件
に
つ
い
て

問
生
活
保
護
費
不
正
受
給
事
件
へ
の
対

応
に
つ
い
て
。

答
今
回
、
家
賃
や
敷
金
等
の
虚き

ょ

偽ぎ

の
申
請

に
よ
り
不
正
受
給
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、

今
後
は
見
積
書
や
入
居
契
約
書
、
領
収
書

等
の
確
認
に
よ
り
厳
正
を
期
す
と
と
も
に
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
や
近
隣
の
生
活
保
護
実

施
機
関
が
相
互
の
情
報
交
換
を
密
に
し
、

多
面
的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
ま
す
。
生

活
保
護
事
務
に
つ
い
て
は
、
法
令
を
遵じ

ゅ
ん
し
ゅ守

し
適
正
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問
今
後
の
鳴
門
病
院
へ
の
支
援
や
地
域
医
療

を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
と
支
援
策
は
。

答
鳴
門
病
院
は
地
域
の
基
幹
病
院
で
、
こ
の

度
、
地
域
医
療
支
援
病
院
の
承
認
も
受
け

た
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
も
、
従
来
以
上
に

救
急
医
療
や
市
民
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る

公
的
医
療
機
関
と
し
て
連
携
・
支
援
し
て
い

き
ま
す
。
具
体
的
に

は
固
定
資
産
税
約
８
，

０
０
０
万
円
と
市
民

税
均き

ん

等と
う

割わ
り

の
約
６
万

円
の
課
税
免
除
を
考

え
て
い
ま
す
。

◆
競
艇
事
業
に
つ
い
て

問
競
艇
臨
時
従
事
員
の
離
せ
ん
餞
別
金
の

訴そ

訟し
ょ
う

と
課
題
点
に
つ
い
て
。
ま
た
、
施
設

改
善
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

答
訴そ

訟し
ょ
う

の
判
決
は
、
市
側
の
全
面
勝し

ょ
う

訴そ

で

し
た
が
、
判
決
文
の
中
で「
過
去
の
補
助
金

の
交
付
等
が
違
法
と
は
言
え
な
い
」が
、
疑

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問
平
成
25
年
度
当
初
予
算
は
補
正
予
算
を

合
わ
せ
て
も
前
年
度
を
下
回
っ
て
い
る
。

こ
れ
で
市
の
経
済
活
性
化
に
よ
る
景
気
の

向
上
が
図
れ
る
の
か
。

答
当
初
予
算
案
と
補
正
予
算
案
の
う
ち
緊

急
経
済
対
策
分
を
一
体
と
し
て
考
え
る
と
、

投
資
的
経
費
は
前
年
度
比
10
．
７
％
増
の

約
22
億
円
と
な
り
ま
す
。
本
市
で
は
、
国

の
補
正
予
算
に
連
動
し
、
緊
急
性
の
高
い
防

災
対
策
事
業
等
の
基
盤
整
備
事
業
の
積
極

的
な
推
進
を
図
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
経
済
の
活
性
化
に
向
け
、
予
算
の
計
画

的
か
つ
迅じ

ん
そ
く速
な
執
行
に
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

答
平
成
24
年
度
補
正
予
算
に
計
上
す
る
事

業
に
お
い
て
も
、
事
業
効
果
や
経
済
効
果
が

速
や
か
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
迅じ

ん
そ
く速
な
予
算

執
行
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

代 

表 

質 

問

運営基盤が県に移行された
鳴門病院

外向発売所　エディウィン鳴門
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代 

表 

質 

問

会派 新政会

椢
くに

原
はら

 幸
ゆき

告
つぐ

会派 公明党

松
まつ

浦
うら

 富
とみ

子
こ

開
を
推
進

し
て
い
く

こ
と
は
、

税
金
を
投

入
す
る
以

上
、
投
資

先
の
見
き

わ
め
と
い

う
部
分

で
、
相
当
な
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
た
め
、
研
究
を
要
す
る
課
題

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

を
推
進
し
て
い
く
中
で
、
新
た
な
起
業

支
援
策
も
含
め
た
経
営
基
盤
強
化
や
経

営
拡
大
支
援
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
枠わ

く

に
と
ら

わ
れ
ず
、
柔
軟
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
危
険
箇
所
の
報
告
の
あ
っ
た
小
学
校

は
撫
養
、
林
崎
、
桑
島
、
第
一
、
里
浦
、

鳴
門
東
、
鳴
門
西
、
瀬
戸
、
大
津
西
、

堀
江
北
、
堀
江
南
、
板
東
の
12
校
で
あ

り
、
黒
崎
、
明
神
、
北
灘
西
、
北
灘
東

の
４
校
は
、
す
で
に
危
険
箇
所
へ
の
対

応
が
行
わ
れ
て
お
り
、
危
険
箇
所
の
報

告
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
本
市
の
通
学
路
安
全
対
策
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
る
交
通
安
全
の

確
保
に
向
け
て
国
が
支
援
す
る
防
災
・

安
全
交
付
金
を
受
け
る
た
め
の
図
表
の

公
表
・
申
請
の
予
定
は
。

答
緊
急
合
同
点
検
に
よ
る
危
険
箇
所
の

う
ち
、
今
後
改
善
策
が
実
施
さ
れ
る
の

は
20
ヵ
所
で
、
そ
の
う
ち
の
９
ヵ
所
は

市
が
実
施
し
ま
す
が
、
小
規
模
な
維
持

補
修
的
な
も
の
で
あ
り
、
防
災
・
安
全

交
付
金
の
対
象
と
な
ら
な
い
た
め
利
用

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
整
備
を
行
う
際
に

は
、
国
や
県
の
制
度
を
注
視
し
な
が

ら
、
そ
の
制
度
を
活
用
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

◆
こ
れ
か
ら
の
経
済
政
策
に
つ
い
て

問
優
秀
な
ア
イ
デ
ィ
ア
や
技
術
を
持
っ

て
い
る
方
を
広
く
募
集
し
て
、
画
期
的

で
事
業
と
し
て
成
り
立
つ
と
考
え
ら
れ

る
も
の
に
対
し
て
、
起
業
や
市
場
開
拓

の
た
め
に
市
が
直
接
投
資
し
て
は
ど
う

か
。
市
は
一
時
的
に
は
株
主
に
な
る
が
、

事
業
の
経
営
に
は
一
切
関
与
せ
ず
事
業

が
軌き

道ど
う

に
の
れ
ば
会
社
に
株
を
売
却
し
、

回
収
し
た
資
金
を
ま
た
別
の
ア
イ
デ
ィ

ア
に
投
資
を
す
る
と
い
っ
た
起
業
支
援

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答
ア
イ
デ
ィ
ア
を
持
ち
起
業
し
よ
う
と

す
る
方
に
と
っ
て
最
も
大
き
な
壁
で
あ

る
資
金
面
で
の
支
援
策
の
検
討
は
、
大

き
な
課
題
と
考
え
て
お
り
、
行
政
に
よ

る
直
接
投
資
と
い
っ
た
手
法
に
つ
い
て

も
、
新
産
業
や
雇
用
の
創
出
、
ひ
い
て

は
地
域
経
済
の
活
性
化
に
お
け
る
新
た

な
考
え
方
の
１
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
自
治
体
が
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
よ
う
な
事
業
展

◆
超
高
齢
化
社
会
の
対
策
に
つ
い
て

問
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
改
正
を
受

け
て
、
本
市
の
高
齢
者
の
雇
用
お
よ
び

生
産
拠
点
の
拡
大
を
図
る
た
め
の
経
済

対
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

答
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
わ
せ
た
生
き

が
い
の
充
実
と
福
祉
の
増
進
に
向
け

て
、
臨
時
的
・
短
期
的
な
就
労
機
会
を

提
供
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

の
支
援
を
行
い
、
高
年
齢
者
に
対
す
る

就
労
支
援
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
雇
用
に
関
し
て
事
業

者
へ
の
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
鳴
門
と
の
連
携
に
よ
る
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問
国
が
実
施
し
た
、
小
学
校
お
よ
び
公

立
特
別
支
援
小
学
校
の
通
学
路
に
お
け

る
緊
急
合
同
点
検
に
つ
い
て
、
本
市
の

実
施
状
況
は
。

市はエコノミックガーデニングで
地域経済活性化を図る

子どもたちを守るため通学路の
整備が進められている

代表質問

代表質問

【
用
語
解
説
】ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル

　
未
上
場
の
新
興
企
業（
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
）に
出
資
し
て
株
式
を
取
得
し
、
将
来

的
に
そ
の
企
業
が
株
式
を
公
開（
上
場
）

し
た
際
に
株
式
を
売
却
し
、
大
き
な
値

上
が
り
益
の
獲
得
を
目
指
す
投
資
会
社

や
投
資
フ
ァ
ン
ド
の
こ
と
。
一般
的
に
は
、

企
業
へ
の
出
資
と
同
時
に
経
営
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
そ
の
企
業
価
値
の
向

上
を
図
る
。
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者
な
ど
と
連
携
し
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性

を
検
討
し
な
が
ら
強
い
決
意
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

◆
外
国
語
活
動
に
つ
い
て

問
平
成
29
年
度
ま
で
に
英
検
３
級
合
格

程
度
の
生
徒
が
６
割
以
上
と
い
う
目
標

達
成
ま
で
の
指
導
や
サ
ポ
ー
ト
は
。
ま

た
、
中
学
生
に
よ
る
島
田
英
語
村
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
を
50
人
限
定
で

な
く
全
生
徒
が
体
験
で
き
る
よ
う
に
し

て
は
。

答
英
検
３
級
受
検
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト

と
し
て
は
、
教
員
の
指
導
力
向
上
、
授

業
改
善
の
た
め
の
研
修
や
リ
ス
ニ
ン

グ
・
ス
ピ
ー
キ
ン

グ
力
向
上
に
向
け

た
外
国
語
指
導
助

手
の
効
果
的
活
用

に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

ま
た
島
田
英
語
村
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

キ
ャ
ン
プ
で
は
、
英
語
を
使
っ
た
ゲ
ー

ム
や
英
会
話
レ
ッ
ス
ン
な
ど
の
取
り
組

み
を
計
画
し
て
お
り
、
今
後
は
で
き
る

だ
け
多
く
の
生
徒
が
参
加
で
き
る
よ

う
、
実
施
時
期
や
方
法
な
ど
を
検
討
し

ま
す
。

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
幼
稚
園
か
ら
小
・
中
学
校

へ
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
国
際
理
解
教

育
や
外
国
語
教
育
の
一
層
の
充
実
に
向

け
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
増
員
も
含
め
積
極
的
な

活
用
方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

◆
観
光
行
政
に
つ
い
て

問
今
後
、
観
光
客
を
増
や
す
に
は
、
鳴

門
ブ
ラ
ン
ド
に
向
け
た
取
り
組
み
や
体

験
型
観
光
、
教
育
旅
行（
修
学
旅
行
）の

積
極
的
な
誘
致
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

答
そ
こ
に
し
か
な
い
本
物
を
実
際
に
見

て
体
験
す
る
体
験
型
観
光
は
、
魅
力
的

な
観
光
資
源
と
な
り
、
産
業
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た

教
育
旅
行
の
誘
致
は
、
団
体
で
の
誘
客

が
図
れ
る
こ
と
や
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
な
ど
多
く
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
在
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
は

少
人
数
が
対
象
の
も
の
が
多
く
、
団
体

客
の
受
け
入
れ
が
可
能
な
施
設
は
ご
く

一
部
で
あ
る
た
め
、
今
後
は
こ
う
し
た

受
け
入
れ
環
境
の
整
備
を
進
め
る
中

で
、
受
け
入
れ
業
者
や
観
光
協
会
な
ど

関
係
機
関
と
連
携
し
て
観
光
振
興
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
農
業
行
政
に
つ
い
て

問
安
全
・
安
心
で
、
消
費
者
が
求
め
る

味
や
健
康
志
向
に
応
え
る
付
加
価
値
の

あ
る
農
産
物
の
創
出
・
推
進
、
お
よ
び

６
次
産
業
化
や
農
商
工
連
携
に
向
け
て

の
行
政
の
役
割
や
補
助
を
明
確
に
出
す

な
ど
の
推
進
に
つ
い
て
。
ま
た
、
商
社

等
を
活
用
し
高
価
格
で
の
販
売
が
期
待

で
き
る
海
外
へ
の
販は

ん

路ろ

拡
大
の
推
進
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

答
す
で
に
市
内
３
農
協
等
が
中
心
と
な

り
新
た
な
有
望
品
種
の
栽
培
試
験
に
着

手
し
て
お
り
、
今
後
も
農
産
物
の
付
加

価
値
の
創
出
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
現
在
、
内
閣
府
に
申
請
中
の「
鳴

門
う
ず
し
お
果
実
酒
・
リ
キ
ュ
ー
ル
特

区
」の
普
及
な
ど
、
規
制
緩
和
に
よ
り

本
市
の
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
新
規
参
入

の
機
会
が
拡
大
し
、
新
た
な
付
加
価
値

の
創
出
や
６
次
産
業
化
、
農
商
工
の
連

携
促
進
、
商
社
等
の
活
用
機
会
の
可
能

性
が
高
ま
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
生
産
者
、
農
協
、
事
業

◆
教
育
行
政
に
つ
い
て

問
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

英
語
教
育
は
大
変
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
小
さ
い
頃
か
ら
英
語
に
親
し
む
こ

と
の
で
き
る
教
育
環
境
を
整
え
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助

手
）を
増
員
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
が
進
み
国
際
共
通
語
と
し
て
の
英

語
力
が
一
層
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
子
ど
も
た
ち
が
Ａ
Ｌ

Ｔ
と
交
流
す
る
こ
と
は
、
外
国
の
文
化

や
生
き
た
英
語
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
体

験
が
子
ど
も
た

ち
の
視
野
を
広

げ
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や

英
語
学
習
へ
の

積
極
性
を
育
む

こ
と
に
つ
な
が

イングリッシュキャンプ２０１２
の授業風景　

ＡＬＴと楽しく生きた英語を学ぶ

大
おお

石
いし

 美
み

智
ち

子
こ

個人質問

山
やま

根
ね

　巌
いわお

個人質問
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場
の
管
理
運
営
体
制
の
あ
り
方
も
含

め
、
全
体
コ
ス
ト
の
削
減
や
移
行
導
入

時
期
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

が
維
持
・
向
上
で
き
る
よ
う
慎
重
に
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
雇
用
創
出
の
た
め
の

　
企
業
誘
致
策
に
つ
い
て

問
平
成
25
年
度
事
業
の
中
で
、
雇
用
創

出
を
促
進
さ
せ
る
施
策
と
新
た
な
企
業
誘

致
事
業
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答
新
年
度
事
業
と
し
て
、
と
く
し
ま
産

業
振
興
機
構
と
の
連
携
に
よ
り
、
頑
張

る
地
場
企
業
へ
の
支
援
や
果
実
酒
リ

キ
ュ
ー
ル
特
区
計
画
を
生
か
し
た
農
業

分
野
に
お
け
る
６
次
産
業
化
か
ら
の
雇

用
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

企
業
誘
致
策
に
つ
い
て
は
、
行
政
が

民
間
の
遊
休
地
を
把
握
し
立
地
希
望
企

業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
手
法
の
検

討
や
、
都
市
計
画
上
、
新
規
に
立
地
で

き
る
業
種
や
立
地
エ
リ
ア
が
制
限
さ
れ

る
と
い
っ
た
課
題
の
研
究
と
あ
わ
せ
、

土
地
利
用
規
制
面
に
お
け
る
面
積
要
件

や
開
発
許
可
要
件
の
緩
和
を
目
的
と
す

る
地
区
計
画
制
度
の
活
用
な
ど
に
よ

り
、
企
業
誘
致
の
促
進
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
購
入
後
10
年
た
っ
た
現
在
に
お
い
て

も
ほ
と
ん
ど
利
用
で
き
な
い
状
態
で
あ

る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
周
辺
用
地
を
、

当
時
24
億
円
も
か
け
て
一
括
購
入
す
る

必
要
性
が
あ
っ
た
の
か
。

答
周
辺
の
環
境
保
全

や
緩か

ん

衝し
ょ
う

帯た
い

の
確
保

な
ど
を
含
め
て
、
購

入
当
時
は
施
設
建

設
に
必
要
と
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た

た
め
一
括
購
入
を

行
い
ま
し
た
。

◆
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

問
公
共
下
水
道
事
業
に
関
し
て
は
事
業

全
体
の
根
本
的
な
見
直
し
の
必
要
性
を

求
め
る
が
、
ま
ず
は
よ
り
実
現
可
能
な

下
水
道
普
及
対
策
助
成
制
度
を
国
に
頼

ら
ず
市
単
独
で
実
施
す
べ
き
で
は
な
い

の
か
。

答
下
水
道
普
及
対
策
助
成
金
に
関
し
て

は
今
後
も
継
続
し
て
国
庫
補
助
対
象
と

し
て
実
施
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
本
市
と
し
て
は
、
今
後
の
国
庫

補
助
制
度
の
動
向
に
関
わ
ら
ず
、
継
続

し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

◆
ご
み
収
集
業
務
の
民
間
委
託
に

　
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
事
務
事
業

の
簡
素
化
を
進
め
る
上
で
、
ご
み
収
集

業
務
お
よ
び
鳴
門
市
火
葬
場
の
民
間
委

託
や
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
含
め

た
今
後
の
事
業
運
営
に
つ
い
て
。

答
平
成
22
年
度
に
策
定
し
た
ス
ー
パ
ー

改
革
プ
ラ
ン
に
も
と
づ
き
事
業
全
般
の

効
率
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
ご

み
収
集
業
務
は
民
間
委
託
し
た
方
が
経

費
が
少
な
い
こ
と
や
現
業
職
員
の
不ふ

補ほ

充じ
ゅ
う

が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
将
来
的

に
は
直
営

の
限
界
が

予
測
さ

れ
、
民
間

委
託
は
避

け
ら
れ
な

い
と
考
え

て
い
ま

す
。
火
葬

◆
環
境
行
政
に
つ
い
て

問
焼
却
施
設
の
維
持
管
理
に
関
し
て

は
、
前
回
の
質
問
以
降
、
改
善
に
向
け

取
り
組
む
姿
勢
が
み
ら
れ
る
が
、
今
後

さ
ら
な
る
誠
意
あ
る
対
応
を
心
が
け
る

こ
と
を
求
め
る
が
。

答
焼
却
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
法
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
技

術
上
の
基
準
に
沿そ

っ
て
行
う
よ
う
努
め

て
き
て
い
ま
す
が
、
過
去
に
は
燃
焼
室

中
の
燃
焼
ガ
ス
の
温
度
が
摂せ

っ

氏し

８
０
０

度
を
連
続
し
て
下
回
っ
た
こ
と
や
、
施

設
の
稼か

働ど
う

状
況
に
つ
い
て
市
民
の
方
々

に
十
分
な
情
報
を
提
供
で
き
て
い
な

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
点

に
つ
い
て
は
反
省
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
現
在
で
は
適
切
な
維
持
管
理
に

取
り
組
む
と
と
も
に
施
設
の
稼か

働ど
う

状
況

に
関
す
る
情
報
を
で
き
る
限
り
正
確
に

市
民
の
方
々
に
伝
え
る
よ
う
努
め
て
お

り
、
今
後
も
誠
意
あ
る
対
応
を
心
が
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市民生活に欠かせないごみ収集業務

鳴門市クリーンセンター

川
かわ

田
た

 達
たつ

司
じ

個人質問

上
うえ

田
だ

 公
こう

司
じ

個人質問
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し
お
観
光
協
会
と
の
連
携
を
強
化
し
、

民
間
企
業
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
考
え
で
す
。

問
世
界
遺
産
化
ツ
ア
ー
事
業
と
は
。

答
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
と
鳴
門
海
峡

を
め
ぐ
る
ツ
ア
ー
開
発
の
事
業
者
に
助

成
を
行
い
、
世

界
遺
産
化
へ
の

機き

運う
ん

の
醸じ
ょ
う

成せ
い

を

図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

◆
総
合
計
画
推
進
事
業
に
つ
い
て

問
こ
れ
ま
で
、
市
外
や
県
外
に
転
出
ま

た
は
転
入
し
た
方
々
に
鳴
門
の
魅
力
に

つ
い
て
意
見
を
聞
く
こ
と
で
の
鳴
門
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
を
提
言
し
て
き
た

が
、
こ
の
度
の「
な
る
と
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
」開
催
事
業
と
は
。

答
ま
ち
づ
く
り
で
は
市
の
将
来
を
担に
な

う

若
者
世
代
の
人
づ
く
り
が
特
に
重
要

で
、
施
策
の
推
進
に
あ
た
り
各
組
織
の

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
も
大
き
な
課
題

で
あ
る
た
め
、
働
く
世
代
、
特
に
20
・

30
代
の
若
い
世
代
や
女
性
の
方
に
市
の

課
題
な
ど
の
意
見
交
換
の
場
を
提
供

し
、
鳴
門
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
活
躍

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
子
育
て
応
援
団
と
し
て
市
内

広
域
で
行
っ
て
い
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
支
援
を
依
頼

す
る
会
員
、
提
供
で
き
る
会
員
と
し
て

登
録
し
、
１
〜
２
時
間
単
位
程
度
で
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
よ
う
な
相
互
援
助

活
動
を
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
り
、

報
酬
は
わ
ず
か
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

お
互
い
に
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
取
り
組
み

を
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
組
み
合
わ
せ

を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
さ
ん
が
考
え
て
い
た

だ
け
れ
ば
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
は
な
い
、
日
常
生
活
に
お
け
る
軽
度

な
支
援
に
つ
い
て
整
備
を
進
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

今
後
は
そ
う
し
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

◆
観
光
行
政
に
つ
い
て

問
魅
力
あ
る
都
市
環
境
と
は
、
市
民
が

住
む
こ
と
に
誇ほ

こ

り
を
持
ち
、
幸
せ
を
感

じ
る
美
し
い
町
の
こ
と
で
あ
る
。
鳴
門

を
訪
れ
た
い
、
鳴
門
で
住
み
た
い
、
働

き
た
い
人
が
増
え
れ
ば
、
交
流
・
定
住

人
口
も
増
え
鳴
門
市
を
活
性
化
す
る
こ

と
が
観
光
行
政
で
、
す
な
わ
ち
魅
力
的

な
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
。
本
市
も
観
光

都
市
と
し
て
、
生
き
る
知
恵
や
楽
し
さ

を
得
る
観
光
を
求
め
る
人
々
を
引
き
付

け
る
都
市
環
境
の
魅
力
を
も
っ
と
高
め

る
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
研
修
会
、

研
究
大
会
な
ど
の
中
・
四
国
大
会
、
全

国
大
会
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
人
や
情

報
、
経
済
の
交
流
を
中
心
と
し
た
観
光

都
市
鳴
門
と
し
た
い
と
考
え
る
が
、
明

石
海
峡
大
橋
が
開
通
し
て
15
年
経
っ
た

今
、
経
済
的
な
効
果
、
観
光
振
興
施
策

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
観
光
振
興
を
図
る
こ
と
は
、
農
漁
業

の
振
興
を
は
じ
め
、
大
き
な
経
済
効
果

を
生
み
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
市
う
ず

◆
高
齢
者
福
祉
と
雇
用
に
つ
い
て

問
市
民
、
特
に
高
齢
者
で
、
買
い
物
や

交
通
面
で
の
難
民
や
弱
者
と
な
る
方
が

日
常
生
活
に
お
い
て
不
自
由
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
、
時
間
が
あ
り
社
会
貢こ

う

献け
ん

や

雇
用
の
場
を
求
め
て
い
る
方
と
を
、
う

ま
く
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
を

提
案
し
た
い
が
、
市
長
の
考
え
は
。

答
今
回
の
定
例
会
で
は
、
高
齢
者
に
対

す
る
雇
用
に
関
す
る
も
の
が
非
常
に
多

か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
、
や
は
り
２
０

２
５
年
問
題
も
あ
り
、
今
か
ら
そ
の
対

策
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

十
分
認
識
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鳴門ファミリー・サポート・センター

三
み

津
つ

 良
よし

裕
ひろ

個人質問

野
の

田
だ

 粋
きよ

之
ゆき

個人質問
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無年金・低年金者への基礎年金国庫負担分
3.3万円を支給する緊急措置を求める意見書

　わが国の年金制度は、①受給資格期間が異常に長いこと、②最低保障部分がないことから、多くの無年金・
低年金者を生み出し続けています。現在、基礎年金は、半額が国庫負担分とされています。基礎年金を満額6.6
万円受給する人は、保険料分が3.3万円、国庫負担分が3.3万円です。４万円受給の人は、保険料分が２万円、
国庫負担分が２万円です。無年金の人は国庫負担分を受けられません。
　年金者組合は、「税金はすべての人が払ってきたのですから、 65歳以上のすべての人に、国庫負担で3.3万
円支給すべき」と主張しています。 3.3万円の要求は、現行年金制度の中での、当面の最低保障の要求です。
そのことが、無年金・低年金者の問題を解決するために大きく役立つことは明らかです。
昨年６月から年金が0.3％引き下げられました。この10年間、たびたびの引き下げはあっても、年金を引き
上げられたことがありません。この間、年金課税は強められ、医療・介護保険料は上がり続けています。一
人暮らしの高齢者の生活は特に深刻です。

「最低保障年金制度」が実現し、適用されるまでの緊急措置がどうしても必要です。

記　　　　　　　　　　　　

１．無年金・低年金者への基礎年金国庫負担分３．３万円を支給する緊急措置を求めます。
　以上のとおり、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　　平成25年３月22日
鳴門市議会　　　　　　　　　　　

個 

人 

質 

問

に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
駅
前
の
活
性
化
と
観

光
客
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、
な
る
と
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
案
内
に
よ
り
、

Ｊ
Ｒ
鳴
門
駅
を
起
点
と
し
て
観
光
地
を
め

ぐ
る
コ
ー
ス
を
設
定
し
た
り
、
徳
島
ヴ
ォ

ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
の
会
場
ま
で
の

道
を
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ロ
ー
ド
と
名
付
け
、

プ
リ
ン
ト
シ
ー
ル
を
提
示
し
て
ご
案
内
し

た
り
し
て
い
ま
す
。

◆
消
費
生
活
問
題
に
つ
い
て

問
押
し
買
い
の
手
口
を
新
聞
で
も
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
が
、
時
代
の

流
れ
と
と
も
に
、
新
し
い
詐さ

欺ぎ

的
商
法

が
出
現
し
て
い
る
。
押
し
買
い
は
こ
れ

ま
で
特
定
商
取
引
法
で
の
規
制
対
象
外

だ
っ
た
が
、
消
費
者
庁
は
昨
年
８
月
に

法
制
化
し
取
り
締
ま
る
こ
と
に
踏
み

切
っ
た
。
鳴
門
市
は
京
阪
神
に
近
く
、

新
手
の
詐さ

欺ぎ

が
一
番
早
く
上
陸
す
る
傾

向
も
あ
る
が
、
具
体
的
な
対
応
策
は
考

え
て
い
る
か
。

答
今
年
１
月
に
は「
笑
っ
て
撃
退
！
悪
徳

商
法
」と
題
し
た
落
語
に
よ
る
講
演
会
を
開

き
、
押
し
買
い
の
手
口
と
対
処
方
法
を
わ

か
り
や
す
く
お
話
い
た
だ
き
、
市
民
の
皆

様
に
注
意
を
呼
び
か
け
た
こ
と
を
は
じ
め
、

広
報
や
出
前
講
座
な
ど
の
啓
発
を
通
じ
被

害
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

◆
鳴
門
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て

問
こ
れ
か
ら
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

特
に
Ｊ
Ｒ
利
用
客
が
ま
ず
鳴
門
駅
に
着

い
て
ど
う
思
わ
れ
る
の
か
、
例
え
ば
案

内
所
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
な
ど
、
本
市

を
訪
れ
る
観
光
客
の
目
線
で
見
て
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

答
以
前
は
駅
前
に
市
が
観
光
案
内
所
を
設

置
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
特
に
利
用

者
が
多
い
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
で
観
光

案
内
を
行
っ
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
で
訪
れ
た
方ＪＲ鳴門駅前 平

ひら

塚
つか

 保
やす

二
じ

個人質問

定例会で可決された
意見書は、各関係機関

へ送付しました。
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議案第22号　鳴門市地域バス運行条例の一部改正について
〔説明〕平成24年度末での市営バスの廃止に伴い、地域バスで使用できた市営バスの回数券が使えなくなる替

わりに協定路線を運行する民間事業者（徳島バス）の回数券が使用できるよう条例の改正を行うもの。

議案第44号　工事請負契約の締結について（鳴門市撫養小学校校舎耐震改修工事のうち建築工事）
（質疑）市民から耐震化の耐久性が10年程度しかないという指摘があるが。
　　→　安全確保のため学校再編より耐震化を急いで欲しいとの要望が多く、耐震化を優先した。

（質疑）校舎内に設置される予定の児童クラブの位置はどこになるのか。
　　→　現在のランチルーム、プレイルームの利用を考えている。

議案第58号　工事請負契約の締結についての議決内容の一部変更について（鳴門市鳴門中学校屋内運動場改 
　　　　　　　 築工事のうち建築工事）
〔説明〕想定以上の地下水の流入のため基礎工事ができず、地下水の流入を防ぐ矢板と濁水を処理する設備

の設置費用として2,500万円を増額するもの。
（質疑）工期についてはどうなるのか。
　　→　平成25年10月中旬を目途に工事を完了させる予定。

議案第31号　鳴門市高齢者等無料バス優待券の交付等に関する条例の一部改正について
〔説明〕４月１日から徳島バスが運行する市内路線全ての区間で無料優待券が利用できるよう（70歳以上の方）

適用区間を拡大するもの。
（要望）対象路線の拡大で利用者の増加が見込まれる。利用者に対する周知を十分してもらいたい。

請願第29号　公費負担にもとづく最低保障年金制度の創設を求める意見書採択についての請願書
（意見）本年８月予定の社会保障の改革案を検討している国民会議の動向を注視しながら審査するべき。
（意見）昨年第４回定例会からの継続審査のため結論を出すべき。

請願第30号　無年金・低年金者への基礎年金国庫負担分3.3万円の緊急支給する措置を求める意見書採択 
　　　　　　　 についての請願書
（意見）3.3万円の年金を支給することにより、生活保護制度の利用者が減少するなどの財政効果は見えにく

く、現行の生活保護制度を利用するべき。
（意見）年金は高齢者を支える大切な制度で、国は制度をしっかりと確立させるべき。

議案第37号　鳴門市下水道条例の一部改正について
〔説明〕地域主権一括法による下水道法の改正に伴い、下水道の構造について条例で技術上の基準を定める

こととなり、検討の結果、国の基準と同様とすることが合理的と判断した。
（質疑）現在の下水道工事について地震対策はしているのか。
　　→　耐震設計どおり施工できている。

議案第56号　鳴門市モーターボート競走事業に従事する臨時従事員の給与の種類及び基準に関する条例の 
　　　　　　　 制定について
〔説明〕競艇臨時従事員の離職せん別金補助金の支出に関する住民訴訟では補助金の交付については違法と

は言えないとし市側勝訴という結果になったが、給与法定主義の見地から、適法性の疑義を避ける
ためにも関連制度の条例化が望まれるとの付言があったことから、新規条例を制定する。

議案第57号　鳴門市モーターボート競走事業に従事する臨時従事員の給与の種類及び基準に関する条例の 
　　　　　　　 一部改正について
〔説明〕将来の経費負担を軽減するため退職手当を清算し廃止することについて組合と労働協約を締結した

ため、条例の退職金にかかる部分を削除する。
（質疑）組合との交渉過程はどうだったのか。
　　→　組合とはこれまでの６回の交渉を重ね、現段階では、廃止することについて合意している状況だ。

（要望）今後、新たなスタートをきるためにも万全の体制としてほしい。

総
務
文
教
委
員
会

生
活
福
祉
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

●  ●  ●  ●  委員会審査から  ●  ●  ●  ●
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扌

～市の予算の使いみちに
ついて話し合いました～

８日間にわたり、予算決算委員会および各分科会
を開催し、平成25年度当初予算・平成24年度補正
予算に関する24議案について審査しました。

委員会での審査の中で出た意見・要望や、
それに対する答え、説明を抜粋しました。
（ ★：意見 ・要望 ／ ●：答え、説明 ）

— 子ども・子育て —
★公立保育所の整備も私立保育所と同様に支援し、で

きるだけ早く建物の耐震化を進めてほしい。

★子どものまちフェスティバル

を実施した後には、その効果を検

証し、限られた予算で子どものた

めのまちづくりに積極的に取り

組めば、保護者が集まる機会も増

えるのではないか。

★ファミリーサポートセンター事業でのトラブル発生

時のフォロー体制について、利用者の仲

介役に徹する現在の体制では何か起

こった際、責任の所在等が問題

となる危険性があることを利

用者に十分周知するようにし

てほしい。

また、利用者間の安易なやりと

りによる事故の発生を防ぎ、サ

ポートする側の気持ちを十分生かす

ためにも、万一のことを想定した対策を

早急に考え、体制整備に努めてほしい。

★市児童福祉審議会では、現場の声を反映できるよう

保護者だけでなく教育関係者等の子育てに直接関わる

方々が委員になり、それぞれの立場で審議すべき。

— 教育・文化・スポーツ —
●学校の備品費の振り分け方は、学校割、学級割、人数

割を積み上げているほか、学級数や人数の急な変更に

対応できるよう調整している。

●小学校体育館の耐震化工事

について、補正予算に計上さ

れている４校（桑島、鳴門西、

明神、板東）、当初予算に計上

されている５校（黒崎、北灘東・

西、堀江北・南）のいずれも平成26年度末に完成予定。

★耐震化工事のため小学校の体育館が使えない間のス

ポーツ少年団等の活動を心配し、各中学校や鳴門教育

大学などの施設を使えるよう配慮を求める保護者の声

もあることから、学校とよく相談

し対応してほしい。

●休校・廃校となった小学校の施

設使用料について、休校中の島田

小と、跡地の利活用を現在協議

中の川崎幼・小は現在、教育施設との位置づけにあり、

使用料等は発生しないが適切な使い方をしていただく

方針。

●スクールバスの運行形態は、予備

車両も含めて３台体制を考えて

いる。

★森崎貝塚は現在、児童生徒

の校外学習の教材として適切

な状態でないことから、貴重

な文化財保存、また子どもたち

のため、県の補助金を有意義に活用

し、より教育環境の整備に努めてほしい。

★市のスポーツ施設の運営業務は委託しているが、今

日の時勢も鑑み、社会人に施設使用料の負担を求める

ことも検討してほしい。

●日本スポーツ振興センターでの事故は１年に数件は

発生しているが、重大事例はない。

●シーカヤックは自然を身近に感じ鳴門らしさを体験

できるスポーツであり、ウチノ海総合公園の魅力向上

と市内外からの利用促進を図るため、シーカヤック離発

着桟橋を公園の附帯施設として設置する。

●市立工業高校の海鳴寮に関する費用

について、統合後すぐ寮を閉鎖すれ

ば現在の入寮者が困るという保護者

会等からの声があり、現在入寮中の

子どもが卒業する25年度末までは浄化槽等の維持管理

関係費用のみ計上する。

教育・文化
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扌

扌

— 防災・災害 —
●今年度は、国等の今後の津波被害想定見直しや新たな

課題を反映させたハザードマップや津波避難困難地域

を示すマップを作成。その他の災害対応のものは、後

年見直していく。

●市営住宅で耐震診断を行うのは、矢倉団地（B・

E・F・L棟）と桑島第２団地（B棟）。

矢倉団地（C・D棟）は、平成24年度診断

では問題がなく耐震化工事は不要だが、

昭和５６年以前に建築された市営住宅

は、現時点では移転する予定。

★市営住宅は老朽化しているため、計

画に基づき予定を進めてほしい。

★耐震性に問題がなければ、矢倉団地を津

波避難ビルに指定してはどうか。

★本市は橋が多く、災害時に寸断されれば大きな影響が

予測されるため、全体的な見直しを早急に進めてほしい。

●東日本大震災のとき津波で全戸籍が滅失した自治体

があったことから、大規模・広域災害による正本副本

の同時滅失を防ぐため、国の戸籍複本データ管理シス

テムと市のシステムを結ぶためのソフト改修を行う。

— 消防 —
●市内に46ある消防分団詰所のうち、新耐震基準以前

に立てられたのは31分団で耐震診断は未実施。市有施

設耐震化推進計画に基づき進めていきたい。

★分団詰所が倒壊すれば多くの消防自動車が使えなく

なるが、災害時の分団の活動は大変重要であり、

一刻も早く耐震診断に取りかかってほし

い。

●現在、本市の救急救命士は21名だ

が、管理職や日勤の職員も考慮する

と、実質は大麻分署では２班・各２名、

本部は２班・各５名の計14名で運用。

★緊急車両が狭小な道路での走行に苦

慮しているため、地域の消防分団員の協力

のもと走行の可否表示を付けたりしてはどうか。

●普段から地域の狭小道路の調査や走行訓練は行って

いるが、分団員の意見も聞きさらに調査する。

暮らしを
守る

★万一のとき実際に自分が緊急通報システムを利用す

る状況を実感できるよう、より積極的に啓発活動をし

てほしい。

★市内５カ所の地域包括支援センターを市が基幹型

センターとして管理し、高齢者の不安や財政

の圧迫要因の低減に努めるとともに、先進

地の取り組みに倣う中で見えてきた課題

や対策を市民に分かりやすく公表すべ

き。

★市民へのしわ寄せを最小限にするため、

市単独では難しい事業は国・県等に積極的

に要望し、一体となって取り組んでほしい。

★居宅サービスの利用が増加し施設サービスの利用

が減少しているのは、現在の市行政と地域包括支援セ

ンターが本来の役割を果たせていないためであり、事

業の縮小ではなく経費削減に努め、予算を有効活用し

てほしい。

●本市の成年後見制度についての相談は、平成23年度

は31件、平成24年度は12月末時点で約20件。

★成年後見制度を利用したくてもなかなかできない方

への対応をしっかり取ってほしい。

●平成24年末時点での、仕事が無いため

生活保護扶助費を受ける場合が含ま

れる「その他世帯」は、平成20年の

約５倍。

●生活保護費受給者に対する仕事

の斡旋について、ハローワークとの

連携による週２回の就労相談に加え、

今年度は相談員を１名増やし、訪問相談

を実施する。

●生活保護費を支給する際のチェック体制として、転居

時には敷金、家賃等以外にも転居に伴う輸送費も一時

扶助として支給できるが公費負担もあるため、転居の

妥当性はケースワーカーが確認する。

福祉・健康
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— 税 —
●たばこ税のうち市税分の割合が増えたため今年度は

増収見込みだが、他に影響要因がなく、来年度以降は

横ばいで推移する見込み。

— 保険・年金 —
★国民健康保険料の納付できなくな

る世帯が増えると、多くの経費が必

要となり、効率的な運用ができなく

なることから、一般会計への繰入れ

を増やして市民負担を抑えるなどの配慮をしてほしい。

★国・県に対する財政的支援の要請は繰り返さなけれ

ば効果がない。

●今年度は、国民健康保険料の納入を口座振替にした方

へ金融機関の記念品贈呈や各金融機関のパンフレット

配布などを行う予定。

★国民健康保険料の口座振替は市、金融機関

ともにメリットがあるので、関係機関と協

力して収納率向上に取り組んでほしい。

●コンビニ収納は、手数料などの問題

もあり導入には至っていない。

— 環境・衛生 —
●指定ごみ袋については現在、取手付きの

試作品を配布し調査中であり、その結果を踏ま

えて改善を検討する。

★指定ごみ袋の形状を変更して使いや

すくなっても、値上げすれば不満が出

ることが予想されるため、現価での改

善を検討してほしい。

★ふくろうと子どもたちの森は、ゴミ焼却施設の整備の

ため多額の費用をかけて取得した土地の一部であり、今

後の有効利用について、市民への説明責任を果たすべき。

●本市のし尿処理施設は建設後18年ほど経過するが、

他市町ほど老朽化は進んでいない。

★今後は本市も、し尿処理施設の老朽化に伴い、建物

改修の条件整備等が必要だが、経費的な面で比較・検

討してほしい。

●ＰＣＢ廃棄物について、高濃度ＰＣＢは今年度に、他

の微量ＰＣＢ廃棄物は本庁分も含め26年度以降に処分

する方向。

— 下水道 —
★加入促進事業の実施

は、その恩恵を受けな

い市民にも負担を強い

るため、市全体の水環

境改善の見直しも同時

に進めてほしい。

●現在の下水道使用料で

維持管理費が賄えるよ

うになるのは、平成46年度との予測だが、使用料を引

き下げればそれ以降に先送りになることや、国の補助

を受けられなくなるため、現在の使用料で理解が得ら

れるよう説明する。

— 交通 —
★市営バス廃止後の事業運営では、公共交通と交通弱

者の足という二面性を考慮し、目まぐるしく

変化する時勢やニーズに対応するため、

従来の路線維持中心の施策に加え、事

業効果の検証や方法の見直しを行う

べき。

●高齢者無料バス優待券は、不正等

がないよう交付手続を行っている。利

用者の利便性の観点から、基本的に全

ての対象者に交付。

●事業廃止後の市営バスの用地・施設等の資産

の一部は、移譲先の民間バス会社で継続し使用するが、

それ以外は一般会計へ引き継ぐ。

●地域バス車両購入費の15万円で、里浦粟津・運動公

園線を運航している車両のリース契約期間が満了する

ため、それを安価に購入して、引き続き地域バスとし

て使用する。

●渡船は、経年劣化により今後ランニングコストがかさ

むことが見込まれるが、市道として、またイベントや

観光ルートとしても活用されているため、長寿命化の

ための点検等を行いつつ運行を続けたい。

市民
生活
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— 観光 —
●中心市街地のにぎわい再生支援事業は、過去２年開催

しているクリスマスマーケットの継続開催と、平成25

年度に実施予定の市民提案事業で、シャッター街を活

用した100円商店街を行う。

★観光案内標識の整備事業につい

て、現在市内にある観光案内板は

時代遅れのものや見えにくい場所

にあるものが多いため、見直しを

進めてほしい。

★道の駅は設置して数年経つが、

今後、鳴門の名所として訪れて

もらえるようなイベントなどレ

ベルアップのための対策を検討

してほしい。

●青島市や会津若松市の物産販売や、休日に地元市民や

関連企業と連携しイベントを行うなど、にぎわい創出

に力を入れており、高速道路の全国共通料金制等、高

速料金の見直しなども踏まえ、誘客に向けた計画を行

いたい。

— 産業・経済 —
●本場の工事開始でエディウィン

鳴門への来客増加が予測されるが、

その対策はとの質疑に対し、エディ

ウィンの今後の拡張設計・工事は

ボートレース振興会が実施し、負

担金はボートレース鳴門が支払うが、現在施設の拡張

は協議中。

★大衆レジャーとして競艇を楽しめるように、施設改

善と同時に新規顧客確保と収益向上を目指してほしい。

— まちづくり・住宅 —
★市の道路の補修等に

ついて、単年度で全ての

要望に応えるのが難し

ければ継続事業にする

など、で

きる限り

要望に応えるため計画的な予算取りを

してほしい。

●木造住宅解体撤去後の土地について、

計画に基づいて継続・廃止の区分を行っ

ており、廃止住宅は土地の有効活用の

ため公募による財産処分も計画している。

★土地の有効活用の

ため、１世帯しか居

住していないような

住宅は近くの市営・

県営住宅への転居を

交渉するなど計画的

に進めてほしい。

— 市の広報 —
●議会報発行経費を増額したのは、議会だよりを今年度

より４ページ増、表裏を２色刷からカラー刷にしたた

め。

●現在、広報なるとの配布員は75名を各地区に配置。

— 選挙 —
●うずしお会館への事務局移管に

ついては、７月中旬の参議院議員

選挙投票日から新事務局での業務

開始を考えている。

— 職員 —
●学校の正規用務員の退職に対しては不補充とし、臨時

用務員を任用した。

●市営バス事業の廃止後、正規職

員は他部署へ配置転換し、それ以

外の職員については３月末で雇

用期間が満了する。

産業・観光

その他
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議案
番号 案　　　　件 議決

結果 備考

議案
 第 1 号 平成２５年度鳴門市一般会計予算

原
案
可
決

予
算
決
算
委
員
会
に
て
審
査 

議案 
 第 2 号 平成２５年度鳴門市国民健康保険事業特別会計予算

議案 
 第 3 号 平成２５年度鳴門市後期高齢者医療特別会計予算

議案  
第 4 号 平成２５年度鳴門市介護保険事業特別会計予算

議案 
 第 5 号 平成２５年度鳴門市公共下水道事業特別会計予算

議案 
 第 6 号 平成２５年度鳴門市公設地方卸売市場事業特別会計予算

議案 
 第 7 号 平成２５年度鳴門市産業団地開発事業特別会計予算

議案 
 第 8 号 平成２５年度鳴門市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算

議案 
 第 9 号 平成２５年度鳴門市光熱水費等支出特別会計予算

議案  
第 10 号 平成２５年度鳴門市給与費等管理特別会計予算

議案 
 第 11 号 平成２５年度鳴門市公債費管理特別会計予算

議案 
 第 12 号 平成２５年度鳴門市水道事業会計予算

議案 
第 13 号 平成２５年度鳴門市モーターボート競走事業会計予算

議案 
 第 45 号 平成２４年度鳴門市一般会計補正予算（第５号）

議案 
 第 46 号 平成２４年度鳴門市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）

議案 
 第 47 号 平成２４年度鳴門市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

議案 
 第 48 号 平成２４年度鳴門市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

議案 
 第 49 号 平成２４年度鳴門市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

議案 
 第 50 号 平成２４年度鳴門市光熱水費等支出特別会計補正予算（第１号）

議案 
 第 51 号 平成２４年度鳴門市給与費等管理特別会計補正予算（第１号）

議案  
第 52 号 平成２４年度鳴門市公債費管理特別会計補正予算（第１号）

議案  
第 53 号 平成２４年度鳴門市水道事業会計補正予算（第１号）

議案  
第 54 号 平成２４年度鳴門市運輸事業会計補正予算（第１号）

議案  
第 55 号 平成２４年度鳴門市モーターボート競走事業会計補正予算（第２号）

議案 
 第 14 号 鳴門市附属機関設置条例の制定について

原
案
可
決

総
務
文
教
委
員
会
に
て
審
査

議案 
 第 15 号

鳴門市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
について

議案 
 第 16 号 鳴門市情報公開条例及び鳴門市個人情報保護条例の一部改正について

議案 
 第 17 号 財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部改正について

議案  
第 18 号 鳴門市職員諸給与条例の一部改正について

議案  
第 19 号 鳴門市特別職の職員の給与及び旅費の支給に関する条例の一部改正について

議案  
第 20 号 鳴門市職員等の旅費に関する条例の一部改正について

議案  
第 21 号 鳴門市税賦課徴収条例の一部改正について

議案  
第 22 号 鳴門市地域バス運行条例の一部改正について

議案 
 第 23 号 鳴門市公の施設における指定管理者の指定の手続等に関する条例の制定について

議案  
第 24 号 鳴門市新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について

議案 
 第 25 号 鳴門市教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部改正について

議案 
 第 44 号 工事請負契約の締結について（鳴門市撫養小学校校舎耐震改修工事のうち建築工事）

議案  
第 58 号

工事請負契約の締結についての議決内容の一部変更について（鳴門市鳴門中学校屋
内運動場改築工事のうち建築工事）

議案 
 第 59 号 鳴門市特別職の職員の退職手当に関する条例の一部改正について

議案 
 第 60 号 鳴門市職員退職手当支給条例等の一部改正について

議案  
第 61 号 鳴門市職員諸給与条例の一部改正について

議案 
番号 案　　　　件 議決

結果 備考

議案  
第 26 号 鳴門市火葬施設条例の一部改正について

原
案
可
決

生
活
福
祉
委
員
会
に
て
審
査

議案 
 第 27 号 廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正について

議案  
第 28 号

鳴門市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定め
る条例の制定について

議案  
第 29 号

鳴門市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護 
予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の制定について

議案  
第 30 号

鳴門市指定地域密着型サービス事業者及び指定地域密着型介護予防サービス事業
者の指定に関する基準を定める条例の制定について

議案  
第 31 号 鳴門市高齢者等無料バス優待券の交付等に関する条例の一部改正について

議案 
 第 32 号

地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講ずるための関係
法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について

議案  
第 33 号 鳴門市営住宅条例の一部改正について

原
案
可
決

産
業
建
設
委
員
会
に
て
審
査

議案  
第 34 号

鳴門市市道の構造の技術的基準及び市道に設ける道路標識の寸法を定める条例の
制定について

議案  
第 35 号

鳴門市移動等円滑化のために必要な市道の構造に関する基準を定める条例の制定に
ついて

議案  
第 36 号 鳴門市準用河川の河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例の制定について

議案  
第 37 号 鳴門市下水道条例の一部改正について

議案  
第 38 号 鳴門市都市公園条例の一部改正について

議案 
 第 39 号

鳴門市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める条
例の制定について

議案  
第 40 号 鳴門市工場立地法地域準則条例の制定について

議案  
第 41 号 鳴門市産業振興センター条例の制定について

議案  
第 42 号 鳴門市レストハウス条例の廃止について

議案  
第 43 号 鳴門市水道法施行条例の制定について

議案 
 第 56 号

鳴門市モーターボート競走事業に従事する臨時従事員の給与の種類及び基準に関す
る条例の制定について

議案  
第57 号

鳴門市モーターボート競走事業に従事する臨時従事員の給与の種類及び基準に関す
る条例の一部改正について

発議  
第 1 号 鳴門市議会委員会条例の一部改正について 原

案
可
決発議  

第 2 号 鳴門市議会会議規則の一部改正について

発議  
第 3 号 鳴門市議会議員の定数を定める条例の一部改正について 否

決

意  
第 1 号

無年金・低年金者への基礎年金国庫負担分３・３万円を支給する緊急措置を求める
意見書

原
案
可
決

意
見
書
は
、
　

国
の
各
省
庁

等
に
送
付　

決議  
第 1 号 椢原幸告前監査委員の服務に関する１００条調査に関する決議

原
案
可
決

同意 
 第 1 号 副市長の選任について

同
意同意  

第 2 号 教育委員会委員の任命について

報告  
第 1 号 専決処分について（損害賠償の額の決定） 報

告

請願の処理
請願 
番号 案　　　件 審査

結果 備考

請願  
第 29 号 公費負担にもとづく最低保障年金制度の創設を求める意見書採択についての請願書

不
採
択

生
活
福
祉
委
員
会

に
て
審
査　請願  

第 30 号
無年金・低年金者への基礎年金国庫負担分３・３万円の緊急支給する措置を求める
意見書採択についての請願書

採
択

第１回定例会の提出議案と議決結果について

人事案件について
[ 同意第１号 ]
　副市長に　　平

ひら
野
の

 悦
えつ

男
お

 氏（大麻町）の選任が同意されました。
[ 同意第２号 ]
　教育委員会委員に 近

こん
藤
どう

 芳
よし

夫
お

 氏（北灘町）の任命が同意されました。

お気軽に傍聴にお越しください。
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第１回定例会で審査した議案のうち以下の２件は、賛成・反対討論の後、記名投票による採決を行いました。

●決議 第１号  椢原幸告前監査委員の服務に関する100条調査に関する決議
【提案理由の説明】　宮崎　光明
議会選出の監査委員を務めた椢原幸告議員が、職務中に知り得た情報を住民訴訟の原告側に渡したかどうか
について、監査委員の服務に定められた原則、公正不偏や守秘義務などの観点から市議会が自主的に事実関
係を調査し、市民への説明責任を果たす必要がある。（一部を抜粋）

討
論
の
概
要

反対 　潮崎　焜及
　地方自治法に抵触した事実あるいは地方自治法に抵触したことの可能性を示す証拠もな
く、決議案の提案者及び賛同者は、守秘義務違反として冤罪をつくろうとしているのでは
ないか。
　正義と公平性を実現するためにした正当な行動であったにもかかわらず、このような百
条調査で弾劾しようとすることは、椢原議員の名誉をおとしめさせようとする目的以外に
考えられない。名誉を棄損する人権侵害であり、前近代的な裁判を思わせるものである。
賛成 　討論者なし

投
票
結
果

（ ○：賛成　　●：反対　 欠：欠席 ）

議決結果 反
対：

賛
成

秋
岡　
芳
郎

東　
　
正
昇

上
田　
公
司

大
石
美
智
子

川
田　
達
司

椢
原　
幸
告

佐
藤　
絹
子

潮
崎　
焜
及

宅
川　
靖
次

谷
﨑　
　
徹

野
田　
粋
之

橋
本　
国
勝

林　
　
勝
義

坂
東　
成
光

平
塚　
保
二

藤
田　
茂
男

松
浦　
富
子

三
津　
良
裕

宮
崎　
光
明

山
根　
　
巌

山
本　
　
秀

横
井　
茂
樹

原案可決 11: 9 ● ○ ○ ● ● ※
１ ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ※

２ ○

※1　椢原幸告議員は、地方自治法第117条（除斥）により、議会の同意がある場合を除き、当該議事に加わることはできません。
※2　山本　秀議長は、地方自治法第116条（表決）第2項により、議員として議決に加わることはできません。

●発議 第３号  鳴門市議会議員の定数を定める条例の一部改正について

【提案理由の説明】　椢原　幸告
本市では少子・高齢化に伴う人口減少が顕著であり、厳しい経済状況の中で、市民にさまざまな負担を求め
るだけでなく、市議会の議員定数を削減し、議員自らも身を削る必要があると考えている。（一部を抜粋）

討
論
の
概
要

反対 　上田　公司
　市民の思いや願いを市政に反映させるこ
とが議員の役割であり、人口減少や市民の
声を受けてと言いながらも他市との比較も
せず、４人減の理由を市民に聞くこともな
く、市民負担軽減の効果も示さず、自らの
存在を否定するだけの議案を３度も出すこ
とではない。その行為自体、市民のために
あらず誰のためか。
　求められるは市民の負託に応えるべく議
員として襟を正し、資質や倫理観の向上に
邁進することである。

賛成 　潮崎　焜及
　鳴門市も少子・高齢化のスピードが速く
人口が減少している。議員定数を減らして
も、少数精鋭で市民の声を十二分に反映で
きる。議員報酬を削減したことは、市民の
皆様から高い評価を受けた。議員定数に対
する市民の意識調査も１つの方法である。
私たち議員みずからが身を削るという意識
なくして市民に何を求めるか、もう一度私
たち議員自身が示すべきである。

投
票
結
果

（ ○：賛成　　●：反対　 欠：欠席 ）

議決結果 反
対：

賛
成

秋
岡　
芳
郎

東　
　
正
昇

上
田　
公
司

大
石
美
智
子

川
田　
達
司

椢
原　
幸
告

佐
藤　
絹
子

潮
崎　
焜
及

宅
川　
靖
次

谷
﨑　
　
徹

野
田　
粋
之

橋
本　
国
勝

林　
　
勝
義

坂
東　
成
光

平
塚　
保
二

藤
田　
茂
男

松
浦　
富
子

三
津　
良
裕

宮
崎　
光
明

山
根　
　
巌

山
本　
　
秀

横
井　
茂
樹

原案を否決 9:12 ○ ● ● ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ● ● ● ○ ● ○ ● ● ※
１ ●

※１　  山本　秀議長は、地方自治法第116条（表決）第2項により、議員として議決に加わることはできません。
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ご意見BOX
　鳴門市議会では、市民の皆さんが議会をより身近に感じられるような
議会だよりをめざして、日々取り組んでおります。
　本紙をお読みになり感じたことや疑問点などがありましたら、議会	
事務局までおよせください。

＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊　　＊

✿募集内容✿	議会だより紙面について（感想、ご要望など）
	 応募方法、文の様式は問いませんが、３００字以内とします。
	 また住所、氏名、年齢、電話番号を明記してください。

✿注 意 点✿	 ※	住所・氏名は掲載させていただきます。
	 ※	投稿していただいたものは返却できません。
	 ※	紙面の都合で掲載できない場合がありますので、ご了承	
	 　	ください。

✿宛　　先✿	鳴門市議会事務局
	 〒772−8501　徳島県鳴門市撫養町南浜字東浜170番地　
	  （088）684−1234		／	  （088）684−0814
	  	ｇｉｋａｉ＠ｃｉｔｙ．ｎａｒｕｔｏ．ｌｇ．ｊｐ

…　市民の皆さんのご意見をお待ちしております …

次 の 定 例 会 の 開 催 予 定
平成２５年第２回定例会は、６月６日から６月２５日までの２０日間の予定です。

定例会の様子は、パソコンまたはテレビでご覧いただけます。

①パソコンからは…http://www.city.naruto.tokushima.jp/gikai/

　　　　　　　　　（鳴門市議会HP「議会映像配信」）

②テレビからは…　・デジタル対応テレビ　→　121チャンネル

　　　　　　　　   ・アナログ対応テレビ　→　C23チャンネル

６月６日㈭	第２回定例会 開会 イケ

 予算決算委員会（専決処分） イ

　　７日㈮	休会		一般質問通告締切

						８日㈯〜11日㈫	休会

　　12日㈬	一般質問（会派代表質問） イケ

　　13日㈭	一般質問（個人質問） イケ

　　14日㈮	一般質問（個人質問） イケ

　　15日㈯、	16日㈰	休会

　　17日㈪	休会	総務文教委員会 イ

議会広報委員会
委員長：佐藤 絹子
副委員長：上田 公司
委　員
秋岡 芳郎・潮崎 焜及
宅川 靖次・松浦 富子
三津 良裕・宮崎 光明

議会活動（平成25年３〜５月）
３月

１日 議会運営委員会
２日 わんだーなると就航式
４日、 ５日 予算決算委員会（全体質疑）
６日～８日 各常任委員会
11日 予算決算委員会第１分科会
12日 予算決算委員会第2分科会
 市シルバー大学校卒業式
13日 予算決算委員会第3分科会
14日 議員倫理調査特別委員会
 議会運営委員会
 滴翠クラブ3月例会（徳島市）
15日 全員協議会
 議会運営委員会
18日 板東ゆたか保育園新園舎落成式
19日 市内公立幼稚園卒園式
 予算決算委員会（分科会報告・採決）
21日 議会運営委員会
 全員協議会
22日 第１回定例会 閉会
 全員協議会
 議会運営委員会
 前監査委員の服務に関する調査特別委員会
23日 阿波えらいやっちゃツーデーウォーク出発式
26日 国民文化祭実行委員会
 議員倫理調査特別委員会
31日 市吟剣詩舞道大会

４月
１日 徳島県鳴門病院 設立式
４日 ＧⅠ大渦大賞開設 60周年記念競走式典
５日 徳島県市議会議長会定期総会（阿南市）
９日 新規就職者激励大会
 黄色い帽子贈呈式（大津西小学校）
10日 黄色い帽子贈呈式（明神幼稚園）
 議会広報委員会
16日 表彰審査委員会
21日 市身体障害者連合会総会
23日 前監査委員の服務に関する調査特別委員会
 議員倫理調査特別委員会
24日 四国市議会議長会総会（香川）
 柏市議会（千葉）委員会視察来庁
25日 議会広報委員会
26日 滴翆クラブ4月例会（徳島市）
27日 保育協議会定期総会

５月
１日 阿南市施行55周年記念式典
 前監査委員の服務に関する調査特別委員会
 議会運営委員会
８日 歓びの木植樹記念式典（板東小学校）
10日 市戦没者追悼式
 市幼小中ＰＴＡ連合会総会
11日 子どものまちづくり推進協議会総会
13日 市老人クラブ連合会総会
 指宿市議会（鹿児島）委員会視察来庁
 議会広報委員会
14日 境港市議会（鳥取）会派視察来庁
 瀬戸内海地区議会協定連絡協議会定期総会（広島）
15日 鳴門市施行66周年記念表彰式
 交通安全協会定期総会
17日 議会広報委員会
22日 全国市議会議長会定期総会（東京）
23日 防犯協会総会
       大麻町商工会通常総会
24日 シルバー人材センター定時総会
 第2回定例会の日程協議
27日、28日 産業建設委員会視察（滋賀・石川）
29日 ウチノ海総合公園シーカヤック浮き桟橋完成式
30日 議会運営委員会
 正副委員長会
31日 議員倫理調査特別委員会

〜 編集を終えて 〜
　今月号より表・裏がカラー刷、 ４ページ
増となりました。市民の皆さんが議会を少
しでも近くに感じ、親しみを持っていただ
けるよう、現在いろいろな企画を検討中で
す。紙面に関する様々なご意見・ご感想を
いただければと思います。

18日㈫	休会	生活福祉委員会 イ

19日㈬	休会	産業建設委員会 イ

20日㈭〜23日㈰	休会

24日㈪	休会

　　　	議会運営委員会・全員協議会

25日㈫		第２回定例会 閉会 イケ

イ：インターネットで中継・録画配信
ケ：ケーブルテレビで中継・録画放送


